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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,歴史的な文化資産を活かして都心部を活性化する現代都市政策に関する研究である｡ これを
先進的に実現してきたイタリアの総合的まちづくりの特徴と普遍性と杏,次のように解読し考察している｡
1.近代都市計画の破綻から歴史的都市のルネッサンス-,四半世紀にわたる政策の転換過程について,
綿密な現地調査と広範なイタリア語文献の解読により,初めての詳細かつ系続的な理解をもたらした｡
2.生活環境を向上させつつ町並み景観と建築の質を保存する上で,建築類型学-ティポロジアに始まり
都市の再生的保存に至る独自の市街地整備理論の発達に着目し,実践事例の検証から,その意義と普遍的
な適用条件を明らかにした｡
3.都心部にまず公営住宅投資を行い,景観保存と人口回復を実現した初期の都市政策と,それを具体化
する上で既存建築物を快適な集合住宅に修復転換する供給埠法の開発が果たした重要な役割を見出した｡
4.職人産業振興と都心保存の一体化が,文化観光魅力を高め,居住階層と商工業の上流化現象-ジェン
トリフィケーションを促すという現象を市民と市場の発展矛盾の形態としてとらえ,次段階の計画課題を
示唆した｡
5.居住,産業及び都市計画を総合するユニークな文化的活性化策が案出された社会的基盤として,計画
行政の分権化と自治体 ･地区住民評議会での徹底した参加による支持力形成があったことを,立案過程の
実証的分析を通じて明らかにした｡
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以上,本論文は,イタリアの都市政策 ･都市計画に関する初めての本格的研究であり,同様の課題をも
つ世界の都市政策モデルの形成に大きく寄与するものと評価できる｡よって本論文は,博士 (工学)の学
位論文として価値あるものと認める｡また平成9年2月24日,論文内容とそれに関連した事項について試
問を行った結果,合格と認めた｡
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